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日時 : 9 月 2 9 日 ( 日) 1 3 時開会 ( 1 6 時に終7 予定)

会場 : 仙台市 ｡ 青年文化センタ ー 2 階 第 2 研修室

(地下鉄 ･ 旭ヶ丘駅で下車)

講演 : ｢ 宮城県の特別支捷教育の現状と今後の課題｣

講 師 = 相澤
一

夫氏

(奮他 職 絆捕吐支授教育推進室 教育 触 )

, ｢親の会｣ からの発言

特別支援教育で体験 した配慮と支援､ 今後への要望
･ 参加 勧 ､ らの発言と意見交換
･ 阿部芳久顧問 (東北福祉大学軸勤 のまとめ
･ 発達支援ひろがりネッ トか らアンケ ー トのお願い
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◎先達支援ひろがりネ ッ トの ブロ グ h ttp =/A )r Og . C a nP a n . i n f o/h a xt ut at u si e n/
◎お問い合わせはメ ー

ルで ｡ h i r og a r ¢軌 0 加a ‖ . 弧 j p

｢聞き取り｣ 用紙があります｡ ご協力ください｡
婁面に ､ この ｢親の会｣ 情報交換会に向けて行 っ て い る



保護者としての体験と､ 特別支援教育の充実を願う意見
｣ 特別支援教育に関わる｢親の会｣ 情報交換会の ための聞き取り用紙 -

2 0 1 3 年 8 月作成

発達支援ひろがりネ ッ ト

lお顔い】発達支援ひろがりネッ トは､ 宮城県の発達時事に関わる｢親 の会｣ や N P O で構成し

て い るネッ トワ ー クです｡ 9 月 2 9 日 ( 日) 1 3 時より ､ 仙台市 ･ 青年文化セ ンタ ー

で ､ ｢宮

城県の特別支援教育
-

『い ま』 を学び ､ 『これから』 を考える｣ をテ ー

マ に ､ 第 7 回支援情報

交換会を開催 します｡ こ の ｢聞き取り｣ は､ 支援情報交換会で紹介するために行うもの で ､ 提

出されたご要望 ｡ ご意見は ､ そ の後に宮城県教育委員会にも伝えます｡ 対象は保護者です｡

設問1 では ､ 就学相談および入学後をふり かえっ て記入 してください ｡ 担任や コ
ー ディ ネ

ー

タ ー の教師等から受けた支援､ 校内委員会の活動を感じた機会､ ｢個別の支援計画｣ を見せら

れた こと､ サポ
ー トフ ァイル 等の 情報提供を受けたことな ど､ 学校と関係機関が行 っ て い る努

力や支援で ､ 体験 したこ とを看き出 して 下さ い｡ 関係者 へ の感謝があれば､ ご記入下さい ｡

設問2 では､ 摩 っ て いる適切な理解と支援が受けられなか っ た体験や､ 現状の不満な点をお

書きください ｡ 改善を求めるご要望 ･ ご意見､ ご蜂案があれば､ お書き下さい ｡

｢親の会｣ に所属して い る人は､ それぞれの会に埠出してください ｡

｢親の会｣ に参加して い ない人は､ 発達支援ひろがりネッ トあて に､ F A X (022 セ68 1 042

｢発達支援ひ ろがりネ ッ トあて｣ と明記して下さい) またはメ
ー ル a r 8@ h o t m a il . c o .

で送信してください ｡ F A X で回答する方は ､ 電話 ･ F A X 番号をご記入ください ｡

ス ペ ー ス が足りない方は ､ 用紙を追加してください ｡ ご協力 をお願 い いた します｡

【1】､ 体験をふりかえっ て 一 専横の理解と配慮 ･ 支援を書き出してみましょう｡

【2】､ 特別支援教育に感じて いる不満､ より充夷を願う要望 ･ 意見

して い る会〉


